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【設例】 
（１）A が歩道を歩いていたところ、脇道から⾶び出してきた B の運転する⾃転⾞が衝突
した。事故は、B の脇⾒運転を原因とするものであった。この事故により、A が鞄に⼊れて
いたノートパソコン（時価 5 万円相当）が損壊した。また、A は 1 ヶ⽉間⼊院し、治療費と
して 50 万円を⽀出した。また、1 ヶ⽉間仕事を休んだことにより、その間 30 万円の収⼊を
得ることができなかった。A は B の不法⾏為を理由として損害賠償請求をしようと考えて
いるが、どこまで請求することができるだろうか。             ［構造 2］ 
（２）川上にあるＡ⼯場とＢ⼯場のそれぞれが、致死量の有毒物質を故意に川に排出し、川
下で⽣活していたＣがその川の⿂を⾷べ、死亡した。Ａ⼯場、Ｂ⼯場はＣの死亡について不
法⾏為責任を負うか。                          ［展開 2］ 


